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新しい文化政策プロジェクト 2026年勉強会シリーズ 

第1回 「住み慣れたまちで暮らす」ということ 

◆共催 御池台校区連合自治会 

 

日時 3月25日（水）13：30～16：30 

会場 御池台地域会館およびZoom 

参加者 北野哲也氏（ひと・まち・未来研究会）、戎谷悦子氏（御池台連合自治会長）、 

朝倉由希、大島光春、奥村旅人、佐野真由子、鈴木佳子、山田奨治、山本麻友美（以

上プロジェクトメンバー）他、計28名 

 

 

 今回は北野哲也氏のご提案で、大阪府堺市の御池台校区連合自治会との共催で研究会を

実施した。舞台は、堺市南区から大阪府和泉市に広がる泉北ニュータウンである。同ニュー

タウンは泉ヶ丘、栂、光明池の3つのエリアからなっており、併せて約10万人の居住者がい

る。御池台校区はそのうち栂地区に位置している。 

北野氏は堺市の行政に知悉しておられ、また当プロジェクトの勉強会に何度も参加し、わ

れわれの活動や「提言」をよく知る立場から今回の勉強会を企画していただいたが、加えて、

北野氏が長く所属する「ひと・まち・未来研究会」の会員にもお声がけいただいた。そのた

め今回は、御池台校区連合自治会、「新しい文化政策プロジェクト」のメンバーに加え、三

星昭宏会長をはじめ同会員にもご参加いただき、多彩な顔触れとなった。 

 勉強会は泉北ニュータウンのまち歩きから始まった。まち歩きのコースは、南海泉北線

栂・美木多駅から御池台地域会館までの約3kmである。印象的なのは、駅から会館に至るま

での道のりにおいて、一度も車道に接することがなかったことである。緑道が整備されてお

り、学校やこども園の入り口が緑道に直結している。子どもの安心安全な通学路は、都市計

画の段階で確保されているわけである。ニュータウンをほとんど歩いたことがなかった筆

者には、計画都市の通学路が新鮮に映った。 

 御池台地域会館に到着後、御池台校区連合自治会と共同の研究会を行った。「新しい文化

政策プロジェクト」代表の佐野から本プロジェクトの「提言」に関する説明があった後、自

治会会長・戎谷悦子氏から自治会の活動に関してご紹介いただいた。 

同自治会の加入率は住民全体の60%ほどである。その活動は実に充実している。会報『好

きやねん御池台ニュース』の「≪今後の予定≫」欄には、ほとんど毎日（時には一日に3つ

の）行事が記されている。「物忘れ予防教室」「いきいきサロン≪フラメンコ≫」「映画サ

ロン」など、その内容も多岐にわたる。「文化」という用語で一般にイメージされる音楽会

や「○○教室」等々はもちろんのこと、活発な「子ども見守り隊」やゴミ拾いなど、日常の

中にさりげなく溶け込んでいるものまで様々である。研究会後半の議論の中では、自治会員

の方々が「人々の暮らしそのものが文化」という旨を繰り返し語られたが、自治会の活動は

まさにこの意味での「文化」全般に浸透していると言ってよい。この点は、「社会の分母と

しての文化政策」を提唱する「新しい文化政策プロジェクト」の「文化」観とも響き合って

いるのではないだろうか。 

 最後に、社会教育・生涯学習を専門とする筆者の観点から感想を述べておきたい。御池台

校区連合自治会は、地縁団体として特徴的な─魅力的な─点をいくつも持っていると思わ
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れる。ここでは特に印象的だったものに触れておきたい。それは、約30年にわたって会長を

務める戎谷氏をはじめ、自治会員の方々自身にとっての自治会活動の意味である。その意味

は、戎谷氏の「やってて楽しい、人のためじゃない」という言葉に凝縮されている。 

多くの地縁団体では、活動の意義が権利あるいは義務の文脈で語られる。自治の権利を獲

得するための自治会、住んでいるからには入らなければいけない自治会、という語られ方で

ある。PTAなども同じ論脈で語られることが多いだろう。もちろんこれは重要な視点である

し、外から見れば御池台校区連合自治会も、地方自治体からの資金を獲得することによって

住民の権利を満たす団体としての側面を有している。だが、自治会員の方々の主観では、自

治会活動がそれ自体として充足的な価値を持っているということは重要であろう。人口減

少と高齢化の中で、今後も地縁団体が活発であろうと思えば、このような価値を持ち得る団

体の在り様を考えることは大事だと感じられた。 

もちろん、これは数時間のお話の中で知り得ただけの、筆者の極めて表面的な感想である。

外からはみえにくい課題もあることだろうし、さらなる魅力も存在するだろう。プロジェク

トとして、御池台校区連合自治会が積み上げてきたものをもっと厚く考えてみたいと思う

次第である。                            

（文責：奥村旅人） 

 

 

 

御池台校区連合自治会の活動には、圧倒されることがいくつもありました。 

また、勉強会の中で、他の参加者の皆さんと感想が重なったり、お聞きしたいと思ったと

ころも重なったりもしていますが、個人的な感想です。 

 

①『好きやねん御池台ニュース』 

まずはこのニュースを発行し続けることができる事務局の能力の高さ。月刊で325号とい

う号数も、無駄な情報がひとつもないその内容も、「暮らす」というのはこういうことだと

いう実相が見えて感心しました。そして何よりも、活動内容の豊富さに！ 

 自分が関わっている（関わってきた）単位コミュニティでこれだけのことをやっている

ところがあるだろうか。町内会（私の場合はマンションの管理組合）、PTA（いまは卒業し

たが）、部活、お稽古、文化財保存会……思いつきませんでした。知らないだけかもしれま

せんが、地元自治体なら区レベルの活動規模じゃないかなと。それを自治会でやれているの

がのが只々びっくりでした。 

１つ事業（イベント）をやるにしても経費はかかると思いますが、どうやって財源を捻出

しているのかも気になりました。「財政的には苦しい」とは仰っていましたが、それでもや

れているのはすごい。事業別に予算があるのか、自治体全体の予算でやっているのか、採算

をとる方法はあるのか、詳しくお聞きしたかったです。 

 

②多様性と包括性 

戎谷さんは「コミュニティ活動でいちばん大事なのは防災会議だ」と仰った。顔がわかる

関係であること、声を掛け合える関係であること、それが防災の基本で、そのためのイベン

ト創出とのことなのかと納得しました。 
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「なぜさまざまな事業をやることになったのか」という問いに、「音楽の好きな人は音楽

へ、お祭りの好きな人はお祭りへ、運動の好きな人は運動へ来るけれど、ほかのものには来

ない。いろいろやらなければ決まった人しか出てこないので」と答えていらして、これには

共感するところがかなりありました。私も美術—大衆芸能—鉄道…と振り幅の広い、かつ、

マニアックなコミュニティを往来していますが、それぞれの面白さや価値を共有してもら

えないという躓きはしょっちゅうあり、悩みでもあったのですが、トークの広場の活動をや

るようになって、バラバラのテーマでやっていたらいろいろな人が来るんだなと思うよう

になりました。今回のお話を伺って、それぞれの興味関心の先に、顔の見える関係性を作る

のが文化なのかと思いました。まだまだ御池台のような包括性には及ばないけれど、ヒント

を頂いたような気がしました。 

 

③アンチ勢力はなかったのか。どうやって乗り越えたのか。 

これだけメニューを増やしていくと、事務量も増えてしまうわけで、それだけの人材が揃

っていれば良いけれど、「余計なことをしなくて良い」とか「自分に役員がまわって来たと

きにそれをやれと言われるのは困る」とかアンチ（？）勢力が出てくるのではないかと想像

するのですが、どうやって乗り越えたのかお聞きしたかった。 

 あの場でも戎谷さんやそれを支えているスタッフの皆さんのお人柄…というご意見が

でて、（人を巻き込む魅力やターボエンジンのリーダーシップなど）もちろんもちろんでは

あるのですが、住民の一人一人が「この町の住人で良かった」と好意的に実感しているから

こそ持続していけるのだと思います。楽しくやっていると、好きなやつがやれという流れに

陥りがちで、なかなか全員野球には持って行けないのですが、その点で御池台はすごいなと

思いました。 

 

④ニュータウンだからこそ 

歴史や土地の柵がない新しい町だからこその理想的なコミュニティーを作ろうという気

運が共有できていたというお話も、東日本大震災で土地も漁場も破壊された南三陸のまち

で、漁場の再生に取り組んだ漁師達の話に少し通じるなと思いながら伺いました。目先の利

害を超えて、共有できるビジョンがあることが、コミュニティを逞しく魅力的に育てていく

ことができるかもと思いました。 

（文責：鈴木佳子） 

 


